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(57)【要約】
　通信に関連づけられたオーバーヘッドの使用を減少さ
せる方法および装置が、提供される。方法は、コードワ
ードのグループからの受信に成功したコードワードには
肯定応答（ＡＣＫ）を、または、コードワードのグルー
プからの受信に失敗したコードワードには否定応答（Ｎ
ＡＣＫ）を、生成することと、複数の応答情報要素によ
り、応答情報行列を埋めることとを含むことができ、応
答情報要素は、生成された肯定応答または否定応答の関
数として決定される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
通信に関連づけられたオーバーヘッドの使用を減少させる方法であって、
　コードワードのグループからの受信に成功したコードワードには肯定応答（ＡＣＫ）を
、前記コードワードのグループからの受信に失敗したコードワードには否定応答（ＮＡＣ
Ｋ）を、生成することと、
　複数の応答情報要素によって、応答情報行列を埋めることと
を含み、前記応答情報要素は、前記生成された肯定応答または否定応答の関数として決定
される、方法。
【請求項２】
　基地局から、前記コードワードのグループを、無線通信デバイスによって、受信するこ
とと、
　前記基地局に前記応答情報行列を送信することと
をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　基地局に、前記コードワードのグループを、無線通信デバイスによって、送信すること
と、
　前記基地局から前記応答情報行列を受信することと
をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記関数は、生成された複数のＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓを各応答情報要素にマッピン
グすることをさらに含み、各応答情報要素の値は、前記マッピングされたＡＣＫｓまたは
ＮＡＣＫｓのバンドルされたセットについて成功のステータスを示す、請求項１に記載の
方法。
【請求項５】
　前記関数は、生成された複数のＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓを複数の応答情報要素にマッ
ピングすることをさらに含み、前記複数の応答情報要素の値は、既定の指標構造によって
、前記マッピングされたＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓについて成功のステータスを示す、請
求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記受信することが、複数の層を使用して前記コードワードのグループを受信すること
をさらに含み、
　前記関数が、各コードワードのための層の数と、前記複数の層が受信されたフォーマッ
トに基づいて、前記生成されたＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓをマッピングすることをさらに
含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
前記関数が、
　受信機のアーキテクチャ、
　前記コードワードのグループにおけるコードワードの数、
　前記コードワードのグループにおけるコードワードのうちの少なくとも一部の試みられ
た送信回数、または、
　以前に送信された応答情報行列から受信された応答
のうちの少なくとも１つに基づいて、前記生成されたＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓをマッピ
ングすることをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記コードワードのグループにおけるコードワードの数が、無線通信デバイスにおいて
利用可能な通信チャネルの数によって決定される、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記応答情報行列が、１ビットの２相位相変調（ＢＰＳＫ）フォーマット、２ビットの
４相位相変調（ＱＰＳＫ）フォーマット、１６ビットの直交振幅変調（ＱＡＭ）フォーマ
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ット、または６４ビットのＱＡＭフォーマットのうちの少なくとも１つを使用する、請求
項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記送信することが、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）、または物理アッ
プリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）のうちの少なくとも１つを使用して送信することを
含む、請求項２に記載の方法。
【請求項１１】
前記送信することが、
　前記応答情報行列のために複数のＰＵＣＣＨリソースを予約すること
をさらに含み、前記複数のＰＵＣＣＨリソースが、
　　ＰＵＣＣＨリソースブロック内の複数のシーケンス、
　　サブフレーム内の連続する周波数を有するＰＵＣＣＨリソースブロックにわたる複数
のシーケンス、
　　サブフレーム内の非連続の周波数を有するＰＵＣＣＨリソースブロックにわたる複数
のシーケンス、または、
　　ＰＵＣＣＨサブフレームにわたる複数のシーケンス
　のうちの少なくとも１つを含む、請求項２に記載の方法。
【請求項１２】
前記受信することが、
　複数のキャリアから前記コードワードのグループを受信すること
をさらに含む、請求項２に記載の方法。
【請求項１３】
　　コードワードのグループからの受信に成功したコードワードには肯定応答（ＡＣＫ）
を、または、前記コードワードのグループからの受信に失敗したコードワードには否定応
答（ＮＡＣＫ）を、生成するように、コンピュータにさせるためのコードと、
　　複数の応答情報要素によって応答情報行列を埋めるように、前記コンピュータにさせ
るためのコードであって、前記応答情報要素は、前記生成された肯定応答または否定応答
の関数として決定される、コード
　を含む、コンピュータ可読媒体
を含むコンピュータプログラム製品。
【請求項１４】
前記コンピュータ可読媒体が、
　生成された複数のＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓを各応答情報要素にマッピングする
ように、前記コンピュータにさせるためのコードをさらに含み、各応答情報要素の値は、
前記マッピングされたＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓのバンドルされたセットについて成功の
ステータスを示す、請求項１３に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項１５】
前記コンピュータ可読媒体が、
　生成された複数のＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓを複数の応答情報要素にマッピングする
ように、前記コンピュータにさせるためのコードをさらに含み、前記複数の応答情報要素
の値が、既定の指標構造によって前記マッピングされたＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓについ
て成功のステータスを示す、請求項１３に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項１６】
前記コンピュータ可読媒体が、
　複数の層を使用して前記コードワードのグループを受信し、
　各コードワードのための層の数と、前記複数の層が受信されたフォーマットに基づいて
、前記生成されたＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓをマッピングする
ように、前記コンピュータにさせるためのコードをさらに含む、請求項１３に記載のコン
ピュータプログラム製品。
【請求項１７】
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前記コンピュータ可読媒体が、
　　受信機のアーキテクチャ、
　　前記コードワードのグループにおけるコードワードの数、
　　前記コードワードのグループにおけるコードワードのうちの少なくとも一部の試みら
れた送信回数、または、
　　以前に送信された応答情報行列から受信された応答
　のうちの少なくとも１つに基づいて、前記生成されたＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓをマッ
ピングする
ように、前記コンピュータにさせるためのコードをさらに含む、請求項１３に記載のコン
ピュータプログラム製品。
【請求項１８】
前記コンピュータ可読媒体が、
　１ビットの２相位相変調（ＢＰＳＫ）フォーマット、２ビットの４相位相変調（ＱＰＳ
Ｋ）フォーマット、１６ビットの直交振幅変調（ＱＡＭ）フォーマット、または６４ビッ
トのＱＡＭフォーマットのうちの少なくとも１つを使用して、前記応答情報行列をフォー
マットする
ように、前記コンピュータにさせるためのコードをさらに含む、請求項１３に記載のコン
ピュータプログラム製品。
【請求項１９】
　コードワードのグループからの受信に成功したコードワードには肯定応答（ＡＣＫ）を
、または、前記コードワードのグループからの受信に失敗したコードワードには否定応答
（ＮＡＣＫ）を、生成するための手段と、
　複数の応答情報要素によって応答情報行列を埋めるための手段であって、前記応答情報
要素は、前記生成された肯定応答または否定応答の関数として決定される、手段と
を含む、装置。
【請求項２０】
　基地局から、前記コードワードのグループを、無線通信デバイスによって受信するため
の手段と、
　前記基地局に前記応答情報行列を送信するための手段と
をさらに含む、請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　基地局に、前記コードワードのグループを、無線通信デバイスによって送信するための
手段と、
　前記基地局から前記応答情報行列を受信するための手段と
をさらに含む、請求項１９に記載の装置。
【請求項２２】
前記埋めるための手段が、
　生成された複数のＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓを各応答情報要素にマッピングするための
手段
をさらに含み、各応答情報要素の値は、前記マッピングされたＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓ
のバンドルされたセットについて成功のステータスを示す、請求項１９に記載の装置。
【請求項２３】
前記埋めるための手段が、
　生成された複数のＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓを複数の応答情報要素にマッピングするた
めの手段
をさらに含み、前記複数の応答情報要素の値は、既定の指標構造によって、前記マッピン
グされたＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓについて成功のステータスを示す、請求項１９に記載
の装置。
【請求項２４】
　複数の層を使用して前記コードワードのグループを受信するための手段
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をさらに含み、
　前記埋めるための手段が、
　各コードワードのための層の数と、前記複数の層が受信されたフォーマットに基づいて
、前記生成されたＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓをマッピングするための手段
をさらに含む、請求項１９に記載の装置。
【請求項２５】
前記埋めるための手段が、
　　受信機のアーキテクチャ、
　　前記コードワードのグループにおけるコードワードの数、
　　前記コードワードのグループにおけるコードワードのうちの少なくとも一部の試みら
れた送信回数、または
　　以前に送信された応答情報行列から受信された応答
　のうちの少なくとも１つに基づいて、前記生成されたＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓをマッ
ピングするための手段
をさらに含む、請求項１９に記載の装置。
【請求項２６】
前記送信するための手段が、
　物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）または物理アップリンク共有チャネル（
ＰＵＳＣＨ）のうちの少なくとも１つを使用して送信するための手段
をさらに含む、請求項２０に記載の装置。
【請求項２７】
前記送信するための手段が、
　前記応答情報行列のために複数のＰＵＣＣＨリソースを予約するための手段
をさらに含み、前記複数のＰＵＣＣＨリソースが、
　　ＰＵＣＣＨリソースブロック内の複数のシーケンス、
　　サブフレーム内の連続する周波数を有するＰＵＣＣＨリソースブロックにわたる複数
のシーケンス、
　　サブフレーム内の非連続の周波数を有するＰＵＣＣＨリソースブロックにわたる複数
のシーケンス、または、
　　ＰＵＣＣＨサブフレームにわたる複数のシーケンス
　のうちの少なくとも１つを含む、請求項２０に記載の装置。
【請求項２８】
前記受信するための手段が、
　複数のキャリアから前記コードワードのグループを受信するための手段
をさらに含む、請求項２０に記載の装置。
【請求項２９】
　　コードワードのグループからの受信に成功したコードワードには肯定応答（ＡＣＫ）
を、または、前記コードワードのグループからの受信に失敗したコードワードには否定応
答（ＮＡＣＫ）を、生成し、
　　複数の応答情報要素によって応答情報行列を埋める
　ための応答情報モジュールを含み、前記応答情報要素は、前記生成された肯定応答また
は否定応答の関数として決定される、無線通信デバイス（ＷＣＤ）。
【請求項３０】
　　基地局から前記コードワードのグループを受信し、
　　前記基地局に前記応答情報行列を送信する
　ように動作可能なトランシーバモジュール
をさらに含む、請求項２９に記載のＷＣＤ。
【請求項３１】
　　基地局に、前記コードワードのグループを、無線通信デバイスによって送信し、
　　前記基地局から、前記応答情報行列を受信する
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　ように動作可能なトランシーバモジュール
をさらに含む、請求項２９に記載のＷＣＤ。
【請求項３２】
前記応答情報モジュールが、
　生成された複数のＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓを各応答情報要素にマッピングする
ようにさらに動作可能であり、各応答情報要素の値は、前記マッピングされたＡＣＫｓま
たはＮＡＣＫｓのバンドルされたセットについて成功のステータスを示す、請求項２９に
記載のＷＣＤ。
【請求項３３】
前記応答情報モジュールが、
　生成された複数のＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓを複数の応答情報要素にマッピングする
ようにさらに動作可能であり、前記複数の応答情報要素の値が、既定の指標構造によって
、前記マッピングされたＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓについて成功のステータスを示す、請
求項２９に記載のＷＣＤ。
【請求項３４】
複数の層を使用して前記コードワードのグループを受信するように動作可能なトランシー
バモジュールをさらに含み、
　前記応答情報モジュールが、各コードワードのための層の数と、前記複数の層が受信さ
れたフォーマットに基づいて、前記生成されたＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓをマッピングす
るようにさらに動作可能である、請求項２９に記載のＷＣＤ。
【請求項３５】
前記応答情報モジュールが、
　受信機のアーキテクチャ、
　前記コードワードのグループにおけるコードワードの数、
　前記コードワードのグループにおけるコードワードのうちの少なくとも一部の試みられ
た送信回数、または
　以前に送信された応答情報行列から受信された応答
のうちの少なくとも１つに基づいて、前記生成されたＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓをマッピ
ングするようにさらに動作可能である、請求項２９に記載のＷＣＤ。
【請求項３６】
　前記コードワードのグループにおけるコードワードの数が、前記ＷＣＤにおいて利用可
能な通信チャネルの数によって決定される、請求項２９に記載のＷＣＤ。
【請求項３７】
　前記応答情報行列が、１ビットの２相位相変調（ＢＰＳＫ）フォーマット、２ビットの
４相位相変調（ＱＰＳＫ）フォーマット、１６ビットの直交振幅変調（ＱＡＭ）フォーマ
ット、または６４ビットのＱＡＭフォーマットのうちの少なくとも１つを使用する、請求
項２９に記載のＷＣＤ。
【請求項３８】
　前記トランシーバが、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）または物理アップ
リンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）のうちの少なくとも１つを使用して送信するようにさ
らに動作可能である、請求項３０に記載のＷＣＤ。
【請求項３９】
前記トランシーバモジュールが、
　前記応答情報行列のために複数のＰＵＣＣＨリソースを予約する
ようにさらに動作可能であって、前記複数のＰＵＣＣＨリソースが、
　　ＰＵＣＣＨリソースブロック内の複数のシーケンス、
　　サブフレーム内の連続する周波数を有するＰＵＣＣＨリソースブロックにわたる複数
のシーケンス、
　　サブフレーム内の非連続の周波数を有するＰＵＣＣＨリソースブロックにわたる複数
のシーケンス、または、
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　　ＰＵＣＣＨサブフレームにわたる複数のシーケンス
　のうちの少なくとも１つを含む、請求項３０に記載のＷＣＤ。
【請求項４０】
前記トランシーバモジュールが、
　複数のキャリアから前記コードワードのグループを受信する
ようにさらに動作可能である、請求項３０に記載のＷＣＤ。
【請求項４１】
減少させられたオーバーヘッド通信を処理するための方法であって、
　コードワードのグループに関連づけられた応答情報行列を処理することであって、前記
応答情報行列は、前記コードワードのグループからの受信に成功または失敗したコードワ
ードについて、無線通信デバイス（ＷＣＤ）によって生成された、１つ以上の肯定応答ま
たは否定応答の関数として決定された、複数の応答情報要素を含む、ことと、
　前記コードワードのグループからの任意のコードワードが受信に失敗したかどうかを決
定することと
を含む、方法。
【請求項４２】
　前記コードワードのグループの各コードワードの送信に使用するための変調フォーマッ
トおよび符号化レート方式を決定すること
をさらに含み、前記変調フォーマットおよび符号化レート方式は、前記１つ以上の肯定応
答または否定応答を、前記複数の応答情報要素にマッピングするために使用された前記関
数に依存する、請求項４１に記載の方法。
【請求項４３】
　前記コードワードのグループからのコードワードのうちの少なくとも１つが受信に失敗
したことが決定すると、前記少なくとも１つの受信に失敗したコードワードを送信するこ
とと、
　第２の応答情報行列を受信することと
をさらに含み、前記第２の応答情報行列は、前記少なくとも１つの受信に失敗したコード
ワードから、受信に成功または失敗したコードワードについて前記ＷＣＤによって生成さ
れた、肯定応答または否定応答の第２の関数として決定された、複数の第２の応答情報要
素を含む、請求項４１に記載の方法。
【請求項４４】
　前記関数は、生成された複数のＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓを各応答情報要素に逆マッピ
ングすることをさらに含み、各応答情報要素の値は、前記マッピングされたＡＣＫｓまた
はＮＡＣＫｓのバンドルされたセットについて成功のステータスを示す、請求項４１に記
載の方法。
【請求項４５】
　前記関数は、生成された複数のＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓを複数の応答情報要素に逆マ
ッピングすることをさらに含み、前記複数の応答情報要素の値が、既定の指標構造によっ
て、前記マッピングされたＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓについて成功のステータスを示す、
請求項４１に記載の方法。
【請求項４６】
　前記送信することが、複数の層を使用して前記コードワードのグループを送信すること
をさらに含み、
　前記関数が、各コードワードのための層の数と、前記複数の層が前記ＷＣＤによって受
信されたフォーマットに基づいて、前記生成されたＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓを逆マッピ
ングすることをさらに含む、請求項４１に記載の方法。
【請求項４７】
前記関数が、
　受信機のアーキテクチャ、
　前記コードワードのグループにおけるコードワードの数、
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　前記コードワードのグループにおけるコードワードのうちの少なくとも一部の試みられ
た送信回数、または、
　以前に送信された応答情報行列から受信された応答
のうちの少なくとも１つに基づいて、前記生成されたＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓを逆マッ
ピングすることをさらに含む、請求項４１に記載の方法。
【請求項４８】
　前記コードワードのグループにおけるコードワードの数が、前記基地局において利用可
能な通信チャネルの数によって決定される、請求項４１に記載の方法。
【請求項４９】
　１ビットの２相位相変調（ＢＰＳＫ）フォーマット、２ビットの４相位相変調（ＱＰＳ
Ｋ）フォーマット、１６ビットの直交振幅変調（ＱＡＭ）フォーマット、または６４ビッ
トのＱＡＭフォーマットのうちの少なくとも１つを使用して、前記応答情報行列を受信す
ること
をさらに含む、請求項４１に記載の方法。
【請求項５０】
　複数のキャリアから前記コードワードのグループを受信することと、
　前記複数のキャリアからの前記コードワードのグループを前記ＷＣＤに送信することと
をさらに含む、請求項４１に記載の方法。
【請求項５１】
　　コードワードのグループに関連づけられた応答情報行列を処理するようにコンピュー
タにさせるためのコードであって、前記応答情報行列は、前記コードワードのグループか
らの受信に成功または失敗したコードワードについて、無線通信デバイス（ＷＣＤ）によ
って生成された、１つ以上の肯定応答または否定応答の関数として決定された、複数の応
答情報要素を含む、コードと、
　　前記コードワードのグループからの任意のコードワードが受信に失敗したかどうかを
決定するように、前記コンピュータにさせるためのコードと
　を含む、コンピュータ可読媒体
を含む、コンピュータプログラム製品。
【請求項５２】
前記コンピュータ可読媒体が、
　前記コードワードのグループの各コードワードの送信に使用するための変調フォーマッ
トおよび符号化レート方式を決定するように、
前記コンピュータにさせるためのコードをさらに含み、前記変調フォーマットおよび符号
化レート方式は、前記１つ以上の肯定応答または否定応答を前記複数の応答情報要素にマ
ッピングするために使用された前記関数に依存する、請求項５１に記載のコンピュータプ
ログラム製品。
【請求項５３】
前記コンピュータ可読媒体が、
　前記コードワードのグループからのコードワードのうちの少なくとも１つが受信に失敗
したことが決定すると、前記少なくとも１つの受信に失敗したコードワードを送信し、
　第２の応答情報行列を受信する
ように前記コンピュータにさせるためのコードをさらに含み、前記第２の応答情報行列が
、前記少なくとも１つの受信に失敗したコードワードから、受信に成功または失敗したコ
ードワードについて、前記ＷＣＤによって生成された、肯定応答または否定応答の第２の
関数として決定された、複数の第２の応答情報要素を含む、請求項５１に記載のコンピュ
ータプログラム製品。
【請求項５４】
前記コンピュータ可読媒体が、
　生成された複数のＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓを各応答情報要素に逆マッピングする
ように前記コンピュータにさせるためのコードをさらに含み、各応答情報要素の値が、前
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記マッピングされたＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓのバンドルされたセットについて成功のス
テータスを示す、請求項５１に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項５５】
前記コンピュータ可読媒体が、
　生成された複数のＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓを複数の応答情報要素に逆マッピングする
ように前記コンピュータにさせるためのコードをさらに含み、前記複数の応答情報要素の
値が、既定の指標構造によって、前記マッピングされたＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓについ
て成功のステータスを示す、請求項５１に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項５６】
前記コンピュータ可読媒体が、
　複数の層を使用して前記コードワードのグループを送信し、
　各コードワードのための層の数と、前記複数の層が前記ＷＣＤによって受信されたフォ
ーマットに基づいて、前記生成されたＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓを逆マッピングする
ように前記コンピュータにさせるためのコードをさらに含む、請求項５１に記載のコンピ
ュータプログラム製品。
【請求項５７】
　前記コンピュータ可読媒体が、
　　受信機のアーキテクチャ、
　　前記コードワードのグループにおけるコードワードの数、
　　前記コードワードのグループにおけるコードワードの少なくとも一部の試みられた送
信回数、または、
　　以前に送信された応答情報行列から受信された応答
　のうちの少なくとも１つに基づいて、前記生成されたＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓを逆マ
ッピングする
ように前記コンピュータにさせるためのコードをさらに含む、請求項５１に記載のコンピ
ュータプログラム製品。
【請求項５８】
前記コンピュータ可読媒体が、
　１ビットの２相位相変調（ＢＰＳＫ）フォーマット、２ビットの４相位相変調（ＱＰＳ
Ｋ）フォーマット、１６ビットの直交振幅変調（ＱＡＭ）フォーマット、または６４ビッ
トのＱＡＭフォーマットのうちの少なくとも１つを使用して前記応答情報行列を受信する
ように前記コンピュータにさせるためのコードをさらに含む、請求項５１に記載のコンピ
ュータプログラム製品。
【請求項５９】
　コードワードのグループに関連づけられた応答情報行列を処理するための手段であって
、前記応答情報行列が、前記コードワードのグループからの受信に成功または失敗したコ
ードワードについて、無線通信デバイス（ＷＣＤ）によって生成された、１つ以上の肯定
応答または否定応答の関数として決定された、複数の応答情報要素を含む、手段と、
　前記コードワードのグループからの任意のコードワードが受信に失敗したかどうかを決
定するための手段と
を含む、装置。
【請求項６０】
　前記コードワードのグループの各コードワードの送信に使用するための変調フォーマッ
トおよび符号化レート方式を決定するための手段
をさらに含み、前記変調フォーマットおよび符号化レート方式は、前記１つ以上の肯定応
答または否定応答を前記複数の応答情報要素にマッピングするために使用された前記関数
に依存する、請求項５９に記載の装置。
【請求項６１】
　前記コードワードのグループからのコードワードのうちの少なくとも１つが受信に失敗
したことが決定すると、前記少なくとも１つの受信に失敗したコードワードを送信するた
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めの手段と、
　第２の応答情報行列を受信するための手段と
をさらに含み、前記第２の応答情報行列は、前記少なくとも１つの受信に失敗したコード
ワードから、受信に成功または失敗したコードワードについて前記ＷＣＤによって生成さ
れた肯定応答または否定応答の第２の関数として決定された、複数の第２の応答情報要素
を含む、請求項５９に記載の装置。
【請求項６２】
前記処理するための手段が、
　生成された複数のＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓを各応答情報要素に逆マッピングするため
の手段
をさらに含み、各応答情報要素の値は、前記マッピングされたＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓ
のバンドルされたセットについて成功のステータスを示す、請求項５９に記載の装置。
【請求項６３】
前記処理するための手段が、
　生成された複数のＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓを複数の応答情報要素に逆マッピングする
ための手段
をさらに含み、前記複数の応答情報要素の値が、既定の指標構造によって、前記マッピン
グされたＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓについて成功のステータスを示す、請求項５９に記載
の装置。
【請求項６４】
　複数の層を使用して前記コードワードのグループを送信するための手段
をさらに含み、
　前記処理するための手段が、
　　各コードワードのための層の数と、前記複数の層が前記ＷＣＤによって受信されたフ
ォーマットとに基づいて、前記生成されたＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓを逆マッピングする
ための手段をさらに含む、請求項５９に記載の装置。
【請求項６５】
　前記処理するための手段が、
　　受信機のアーキテクチャ、
　　前記コードワードのグループにおけるコードワードの数、
　　前記コードワードのグループにおけるコードワードのうちの少なくとも一部の試みら
れた送信回数、または、
　　以前に送信された応答情報行列から受信された応答
　のうちの少なくとも１つに基づいて、前記生成されたＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓを逆マ
ッピングするための手段をさらに含む、請求項５９に記載の装置。
【請求項６６】
　１ビットの２相位相変調（ＢＰＳＫ）フォーマット、２ビットの４相位相変調（ＱＰＳ
Ｋ）フォーマット、１６ビットの直交振幅変調（ＱＡＭ）フォーマット、または６４ビッ
トのＱＡＭフォーマットのうちの少なくとも１つを使用して前記応答情報行列を受信する
ための手段
をさらに含む、請求項５９に記載の装置。
【請求項６７】
　複数のキャリアから前記コードワードのグループを受信するための手段と、
　前記ＷＣＤに前記複数のキャリアからのコードワードのグループを送信するための手段
と
をさらに含む、請求項５９に記載の装置。
【請求項６８】
　　コードワードのグループに関連づけられた応答情報行列を処理するように、ただし、
前記応答情報行列は、前記コードワードのグループからの受信に成功または失敗したコー
ドワードについて、無線通信デバイス（ＷＣＤ）によって生成された、１つ以上の肯定応
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答または否定応答の関数として決定された複数の応答情報要素を含む、そして
　　前記コードワードのグループからの任意のコードワードが受信に失敗したかどうかを
決定する
　ように動作可能な応答情報モジュール
を含む、基地局。
【請求項６９】
前記応答情報モジュールが、
　前記コードワードのグループの各コードワードの送信に使用するための変調フォーマッ
トおよび符号化レート方式を決定するようにさらに動作可能である、ただし、前記変調フ
ォーマットおよび符号化レート方式は、前記１つ以上の肯定応答または否定応答を前記複
数の応答情報要素にマッピングするために使用された前記関数に依存する、
請求項６８に記載の基地局。
【請求項７０】
　　前記コードワードのグループからのコードワードのうちの少なくとも１つが受信に失
敗したことが決定すると、前記少なくとも１つの受信に失敗したコードワードを送信し、
　　第２の応答情報行列を受信する
　ように動作可能なトランシーバモジュール
をさらに含み、
　前記応答情報モジュールは、
　　前記第２の応答情報行列を処理するようにさらに動作可能であって、前記第２の応答
情報行列は、前記少なくとも１つの受信に失敗したコードワードから、受信に成功または
失敗したコードワードについて前記ＷＣＤによって生成された肯定応答または否定応答の
第２の関数として決定された、複数の第２の応答情報要素を含む、請求項６８に記載の基
地局。
【請求項７１】
前記応答情報モジュールが、
　生成された複数のＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓを各応答情報要素に逆マッピングする
ようにさらに動作可能であり、各応答情報要素の値は、前記マッピングされたＡＣＫｓま
たはＮＡＣＫｓのバンドルされたセットについて成功のステータスを示す、請求項６８に
記載の基地局。
【請求項７２】
前記応答情報モジュールが、
　生成された複数のＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓを複数の応答情報要素に逆マッピングする
ようにさらに動作可能であり、前記複数の応答情報要素の値が、既定の指標構造によって
、前記マッピングされたＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓについて成功のステータスを示す、請
求項６８に記載の基地局。
【請求項７３】
　複数の層を使用して前記コードワードのグループを送信するように動作可能なトランシ
ーバモジュールをさらに含み、
　前記応答情報モジュールが、各コードワードのための層の数と、前記複数の層が前記Ｗ
ＣＤによって受信されたフォーマットに基づいて、前記生成されたＡＣＫｓまたはＮＡＣ
Ｋｓを逆マッピングするようにさらに動作可能である、請求項６８に記載の基地局。
【請求項７４】
前記応答情報モジュールが、
　受信機のアーキテクチャ、
　前記コードワードのグループにおけるコードワードの数、
　前記コードワードのグループにおけるコードワードのうちの少なくとも一部の試みられ
た送信回数、または、
　以前に送信された応答情報行列から受信された応答
のうちの少なくとも１つに基づいて、前記生成されたＡＣＫｓまたはＮＡＣＫｓを逆マッ
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ピングするようにさらに動作可能である、請求項６９に記載の基地局。
【請求項７５】
　前記コードワードのグループにおけるコードワードの数が、前記基地局において利用可
能な通信チャネルの数によって決定される、請求項６８に記載の基地局。
【請求項７６】
　１ビットの２相位相変調（ＢＰＳＫ）フォーマット、２ビットの４相位相変調（ＱＰＳ
Ｋ）フォーマット、１６ビットの直交振幅変調（ＱＡＭ）フォーマット、または６４ビッ
トのＱＡＭフォーマットのうちの少なくとも１つを使用して前記応答情報行列を受信する
ように動作可能なトランシーバモジュールをさらに含む、請求項６８に記載の基地局。
【請求項７７】
　前記基地局がＥ－ノードＢである、請求項６８に記載の基地局。
【請求項７８】
　複数のキャリアから前記コードワードのグループを受信し、
　前記ＷＣＤに前記複数のキャリアからのコードワードのグループを送信する
ように動作可能なトランシーバモジュールをさらに含む、請求項６８に記載の基地局。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．§１１９下の優先権主張
　本特許出願は、この譲受人に譲渡され、ここでの引用によってここに明確に組み込まれ
る、２００８年９月２２日に出願された、「無線通信システムにおけるＡＣＫバンドリン
グ（“ACK Bundling in a Wireless Communication System”）」と題する、米国仮出願
番号第６１／０９９，０２９号の優先権を主張する。
【背景技術】
【０００２】
　本願は、概して無線通信に関し、より詳細には、通信に関連づけられたオーバーヘッド
の使用を減少させるための方法およびシステムに関する。
【０００３】
　無線通信システムは、音声、データ等のさまざまなタイプの通信コンテンツを提供する
ために、広く展開されている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（たと
えば、帯域幅および伝送パワー）を共有することにより複数のユーザーによる通信のサポ
ートが可能な多元接続システムであることもできる。そのような多元接続システムの例は
、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波
数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ
）システム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムを含む。
【０００４】
　一般的に、無線多元接続通信システムは、複数の無線端末の通信を同時にサポートする
ことができる。各端末は、フォワードおよびリバースリンクの伝送を介して、１つ以上の
基地局と通信する。フォワードリンク（すなわち、ダウンリンク）は、基地局から端末へ
の通信リンクのことを言い、リバースリンク（すなわち、アップリンク）は、端末から基
地局への通信リンクのことを言う。この通信リンクは、単一入力単一出力（single－in－
single－out）、多入力単一出力（multiple－in－signal－out）、または多入力多出力（
ＭＩＭＯ：multiple－in－multiple－out）システムによって確立されることができる。
【０００５】
　ＭＩＭＯシステムは、データ伝送のために、複数（ＮＴ個）の送信アンテナと、複数（
ＮＲ個）の受信アンテナを用いる。ＮＴ個の送信およびＮＲ個の受信アンテナによって形
成されるＭＩＭＯチャネルは、ＮＳ個の独立チャネルに分解されることができ、それらは
、空間チャネルとも呼ばれ、ここで、ＮＳ≦ｍｉｎ｛ＮＴ，ＮＲ｝である。ＮＳ個の独立
チャネルの各々は、一つの次元（a dimension）に該当する。ＭＩＭＯシステムは、複数
の送信および受信アンテナによって作り出された追加の次元数（dimensionalities）が利
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用されれば、向上した性能（たとえば、より高いスループット、および／または、より高
い確実性）を提供可能である。
【０００６】
　一般的に、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）通信中には、肯定応答（ＡＣＫｓ）
が、受信に成功した各コードワードについて、無線通信デバイス（ＷＣＤ）によって送信
され、否定応答（ＮＡＣＫｓ）が、受信に失敗した各コードワードについて、ＷＣＤによ
って送信される。通信され得るコードワードの数が増えると、ＨＡＲＱ通信に使用される
オーバーヘッドリソースも増えるため、ことによると、コードワードの通信容量が制限さ
れ、および／または、通信が遅くなる可能性がある。
【０００７】
　したがって、通信に関連づけられたオーバーヘッドの使用を減少させるための改良され
た装置および方法が望まれる。
【発明の概要】
【０００８】
　以下は、１つ以上の態様の簡潔な概要を、そのような態様の基本的な理解を提供するた
めに、提示するものである。この概要は、意図される全態様の広範囲にわたる概観ではな
く、全態様の鍵または重要な要素を特定することも、任意またはすべての態様の範囲を示
すことも意図しない。その唯一の目的は、１つ以上の態様のいくつかの概念を、後に提示
されるより詳細な説明の前置きとして、簡潔な形で提示することである。
【０００９】
　１つ以上の態様、およびそれに対応する開示にしたがい、さまざまな態様が、通信に関
連づけられたオーバーヘッドの使用を減少させることに関連して、説明される。一つの態
様により、通信に関連づけられたオーバーヘッドの使用を減少させるための方法が提供さ
れる。この方法は、コードワードのグループからの受信に成功したコードワードには肯定
応答（ＡＣＫ）を、または、コードワードのグループからの受信に失敗したコードワード
には否定応答（ＮＡＣＫ）を、生成することを含むことができる。さらに、この方法は、
複数の応答情報要素によって応答情報行列を埋めること（populating）を含むことができ
、応答情報要素は、生成された肯定応答または否定応答に応じて決定される。
【００１０】
　さらに別の態様は、コンピュータ可読媒体を含むコンピュータプログラム製品に関する
。このコンピュータ可読媒体は、コードワードのグループからの受信に成功したコードワ
ードには肯定応答（ＡＣＫ）を、または、コードワードのグループからの受信に失敗した
コードワードには否定応答（ＮＡＣＫ）を、生成するように、コンピュータにさせるため
のコードを含むことができる。さらに、このコンピュータ可読媒体は、複数の応答情報要
素によって応答情報行列を埋めるように、コンピュータにさせるためのコードを含むこと
ができ、応答情報要素は、生成された肯定応答または否定応答に応じて決定される。
【００１１】
　さらに別の態様は、装置に関する。この装置は、コードワードのグループからの受信に
成功したコードワードには肯定応答（ＡＣＫ）を、または、コードワードのグループから
の受信に失敗したコードワードには否定応答（ＮＡＣＫ）を、生成するための手段を含む
ことができる。さらに、この装置は、複数の応答情報要素によって応答情報行列を埋める
ための手段を含むことができ、応答情報要素は、生成された肯定応答または否定応答に応
じて決定される。
【００１２】
　別の態様は、装置に関する。この装置は、コードワードのグループからの受信に成功し
たコードワードには肯定応答（ＡＣＫ）を、または、コードワードのグループからの受信
に失敗したコードワードには否定応答（ＮＡＣＫ）を、生成するための応答情報モジュー
ルを含むことができる。さらに、この装置の応答情報モジュールは、複数の応答情報要素
によって応答情報行列を埋めるようにさらに動作可能であることができ、応答情報要素は
、生成された肯定応答または否定応答に応じて決定される。
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【００１３】
　さらに、１つ以上の態様、およびそれに対応する開示にしたがい、さまざまな態様が、
減少させられたオーバーヘッド通信を処理することに関連して説明される。一つの態様に
よると、減少させられたオーバーヘッド通信を処理するための方法が提供される。この方
法は、コードワードのグループに関連づけられた応答情報行列を処理することを含むこと
ができ、応答情報行列は、コードワードのグループからの受信に成功または失敗したコー
ドワードについて、無線通信デバイス（ＷＣＤ）によって生成された、１つ以上の肯定応
答または否定応答に応じて決定された、複数の応答情報要素を含む。さらに、この方法は
、コードワードのグループからの任意のコードワードが、受信に失敗したかどうかを決定
することを含むことができる。
【００１４】
　さらに別の態様は、コンピュータ可読媒体を含むコンピュータプログラム製品に関する
。コンピュータ可読媒体は、コードワードのグループに関連づけられた応答情報行列を処
理するように、コンピュータにさせるためのコードを含むことができ、応答情報行列は、
コードワードのグループからの受信に成功または失敗したコードワードについて、無線通
信デバイス（ＷＣＤ）によって生成された、１つ以上の肯定応答または否定応答に応じて
決定された、複数の応答情報要素を含む。さらに、コンピュータ可読媒体は、コードワー
ドのグループからの任意のコードワードが、受信に失敗したかどうかを決定するように、
コンピュータにさせるためのコードを含むことができる。
【００１５】
　さらに別の態様は、装置に関する。この装置は、コードワードのグループに関連づけら
れた応答情報行列を処理するための手段を含むことができ、応答情報行列は、コードワー
ドのグループからの受信に成功または失敗したコードワードについて、無線通信デバイス
（ＷＣＤ）によって生成された、１つ以上の肯定応答または否定応答に応じて決定された
、複数の応答情報要素を含む。さらに、この装置は、コードワードのグループからの任意
のコードワードが、受信に失敗したかどうかを決定するための手段を含むことができる。
【００１６】
　別の態様は、装置に関する。この装置は、コードワードのグループに関連づけられた応
答情報行列を処理するように動作可能な応答情報モジュールを含むことができ、応答情報
行列は、コードワードのグループからの受信に成功または失敗したコードワードについて
、無線通信デバイス（ＷＣＤ）によって生成された、１つ以上の肯定応答または否定応答
に応じて決定された、複数の応答情報要素を含む。さらに、この装置の応答情報モジュー
ルは、コードワードのグループからの任意のコードワードが、受信に失敗したかどうかを
決定するように、さらに動作可能であることができる。
【００１７】
　上述の、および関連する目的を達成するために、１つ以上の態様が、以下に十分に説明
され、かつ、特許請求の範囲で特に指摘される特徴を含む。以下の説明および付属の図面
は、１つ以上の態様の特定の例示的な特徴を詳細に説明する。しかしながら、これらの特
徴は、さまざまな態様の原理が用いられることのできるさまざまな方法のほんの数例を示
すものであり、この説明は、そのようなすべての態様およびそれらの等価物を含むことを
意図する。
【００１８】
　開示された態様は、付属の図面を参照して以下に説明され、それは、開示された態様の
限定ではなく例示のために提供され、同様の参照符号は同様の要素を表す。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】ある態様に係る、無線通信システムでの通信を組み立て、かつ、行うためのシス
テムのブロック図である。
【図２】ある態様に係る、通信に関連づけられたオーバーヘッドの使用を減少させるため
の方法の例示的なフロー図である。
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【図３】（Ａ）ある態様に係る、通信に関連づけられたオーバーヘッドの使用を減少させ
るための例示的なフロー図である。（Ｂ）別の態様に係る、通信に関連づけられたオーバ
ーヘッドの使用を減少させるための例示的なフロー図である。（Ｃ）さらに別の態様に係
る、通信に関連づけられたオーバーヘッドの使用を減少させるための例示的なフロー図で
ある。
【図４】ある態様に係る、通信に関連づけられたオーバーヘッドの使用を減少させること
ができる例示的な無線通信デバイスのブロック図である。
【図５】ここに説明された別の態様に係る、減少させられたオーバーヘッド通信を処理す
るように構成された基地局のアーキテクチャを示すブロック図である。
【図６】ある態様に係る、通信に関連づけられたオーバーヘッドの使用を減少させること
ができる例示的な通信システムのブロック図である。
【図７】ある態様に係る、減少させられたオーバーヘッド通信を処理することができる例
示的な通信システムのブロック図である。
【詳細な説明】
【００２０】
　さまざまな態様が、図面を参照してここで説明される。以下の説明では、説明目的で、
数多くの具体的な詳細が、１つ以上の態様の完全な理解を提供するために説明される。し
かしながら、そのような（単数または複数の）態様がこれらの具体的な詳細がなくても実
現され得ることは、明らかであろう。
【００２１】
　一般的に、デバイス間の通信中、肯定応答（ＡＣＫｓ）は、受信に成功したコードワー
ドのために送信され、否定応答（ＮＡＣＫｓ）は、受信に失敗したコードワードのために
送信される。通信され得るコードワードの数が増えると、ＡＣＫ／ＮＡＣＫｓを通信する
ために使用されるオーバーヘッドリソースも増える。限定ではなく例として、ＭＩＭＯ動
作（たとえば、８対８のＭＩＭＯ動作）をサポートする無線通信デバイス（ＷＣＤ）は、
３つ以上のコードワードを有するＭＩＭＯ通信を利用することができる。しかしながら、
既存のＨＡＲＱ ＡＣＫ／ＮＡＣＫ通信フォーマットは、２つまでのコードワードのため
にしか設計されていない。したがって、そのようなケースの通信をサポートするためのさ
まざまな技術がここに説明される。
【００２２】
　ここで、図１を参照すると、無線通信システムにおけるＨＡＲＱ通信プロセスの一部と
して、ＡＣＫ伝送を構成し、行うためのシステム１００のブロック図が示されている。シ
ステム１００は、１つ以上の基地局１１０、および１つ以上の無線通信デバイス（たとえ
ば、端末）１２０を含むことができ、それらは、各アンテナ１１４および１２４によって
通信可能である。一つの態様において、基地局１１０は、Ｅ－ノードＢとしての役割を果
たすことができる。一つの態様において、基地局１１０は、トランシーバ１１２とアンテ
ナ１１４によって、端末１２０へのダウンリンク（ＤＬ）通信を行うことができる。端末
１２０では、ＤＬ通信が、アンテナ１２４とトランシーバ１２２によって受信されること
ができる。一つの態様において、ＤＬ通信情報は、コードワードのグループを含むことが
できる。そして、その後、基地局１１０から端末１２０へ通信された情報は、応答情報モ
ジュール１３０によって分析されることができる。別の態様において、端末１２０は、ト
ランシーバ１２２とアンテナ１２４によって、基地局１１０へのアップリンク（ＵＬ）通
信を行うことができる。基地局１１０では、ＵＬ通信が、アンテナ１１４とトランシーバ
１１２によって受信されることができる。一つの態様において、ＵＬ通信情報は、コード
ワードのグループを含むことができる。そして、その後、端末１２０から基地局１２０に
通信された情報は、応答情報モジュール１３０によって分析されることができる。
【００２３】
　応答情報モジュール１３０は、上述されたさまざまな態様に係る、ＤＬ通信に利用され
た１つ以上のコードワードに対応するＡＣＫ／ＮＡＣＫｓを生成するための、マッピング
モジュール１３２および／または他の好適なモジュールを含むことができる。一つの態様



(16) JP 2012-503453 A 2012.2.2

10

20

30

40

50

において、マッピングモジュール１３２は、生成されたＡＣＫ／ＮＡＣＫｓの関数として
導き出された応答情報要素によって応答情報行列を埋めることにより、種々のコードワー
ドのための肯定応答のオーバーヘッドを減少させるように動作可能であることができる。
限定ではなく例として、通信方式は、肯定応答の表示用の応答情報要素として予約された
Ｋ個のビットおよびＮ個のコードワードとともに利用されることができ、ここでＫ≦Ｎで
ある。そのような例示的な態様において、マッピングモジュール１３２は、大きさ２Ｎの
セットＳ，｛０，１｝Ｎから全Ｋビットの二値ワードのセットＡへの関数を定義すること
ができる。別の態様において、マッピングモジュール１３２は、ＷＣＤ１２０と基地局１
１０がそのような変更を知っているのであれば、時間の経過とともにマッピング関数を、
順応的に変えることができる。そのような態様において、ＷＣＤ１２０は、既定の方法で
マッピングを知らされることができ、それに加えて、または、その代わりに、マッピング
は、シグナリングメカニズムによってＷＣＤに伝達されることができる。一つの態様にお
いて、ＷＣＤ１２０は、メモリ１２６および／またはプロセッサ１２８をさらに含むこと
ができ、それらは、ここに説明されたさまざまな態様を実現するように動作可能であるこ
とができる。さらに別の態様において、マッピングは、対応するアンテナポートへのコー
ドワードの割り当てと、異なるコードワードのために選択されたＭＣＳと、コードワード
伝送層、等の関数であることができる。
【００２４】
　一つの態様において、生成され、マッピングされたＡＣＫ情報は、次に、トランシーバ
１２２とアンテナ１２４を介して基地局１１０にアップリンク（ＵＬ）通信で送信される
ことができる。一つの態様において、無線通信システム１００は、マッピングされたＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫｓの伝送のために、ＬＴＥおよび／または同様の技術、ＬＴＥフォーマット
１，１Ａ，および／または１Ｂを使用することができる。たとえば、ＢＰＳＫが、１ビッ
トのＡＣＫの伝送に使用され得る一方で、ＱＰＳＫが、２ビットのＡＣＫの伝送に使用さ
れることができる。一つの態様において、より多くのＡＣＫ／ＮＡＣＫビットをサポート
するために、１６－ＱＡＭ，６４－ＱＡＭ、等といった他の変調フォーマットを活用する
同様のマッピング方式が、使用されることができる。別の態様では、フォーマット２のた
めに予約されたリソースのほうがフォーマット１または同様のフォーマットのために予約
されたリソースよりも多くのビットを収容することができるため、フォーマット２のため
に予約された物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ：Physical Uplink Control Ch
annel）のリソースが、マッピングされたＡＣＫ／ＮＡＣＫｓを伝送するために使用され
ることができる。さらなる態様では、サブフレーム内の複数のＰＵＣＣＨリソースが、追
加のＡＣＫ／ＮＡＣＫビットによって、マッピングされたＡＣＫ／ＮＡＣＫｓのために予
約されることができる。この予約に基づいて、ＷＣＤ１２０は、マッピングされたＨＡＲ
Ｑビットを送信するために、これらの複数のＰＵＣＣＨのリソースを使用することができ
る。たとえば、予約された異なるリソースが、マッピングされた異なるＡＣＫ／ＮＡＣＫ
ｓビットを伝達するために、使用可能である。さらに、そのような態様では、複数のリソ
ースが、ＰＵＣＣＨリソースブロック（ＲＢ）内の異なるシーケンスとして、上述したよ
うに予約されることができる。さらに、または、その代わりに、予約されたリソースは、
周波数が連続する複数のＰＵＣＣＨ ＲＢにわたるリソースを含むことができる。そのよ
うな態様において、ＷＣＤ１２０は、ＳＣ－ＦＤＭＡ波形を使用して送信することができ
る。さらなる、および／または、別の代替の態様として、異なる複数のＰＵＣＣＨ ＲＢ
にわたるリソースが利用可能である。そのような態様では、複数のＲＢの周波数は連続し
ていなくてもいいので、ＷＣＤは、ＮｘＳＣＦＤＭＡまたはＯＦＤＭＡを使用して送信す
ることができる。さらに、別の態様では、異なるＰＵＣＣＨサブフレームにわたるリソー
スが使用されることもできる。さらに、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ：Ph
ysical Uplink Shared Channel）におけるリソースが、マッピングされたＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋｓを伝送するために、さらに使用されることができる。そのような態様において、伝送
は、複数のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルおよび／またはＮｘＳＣＦＤＭＡまたはＯＦＤＭＡ等
の技術を使用することができる。
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【００２５】
　さらに、基地局１１０は、端末１２０に関して概して説明されたように、ＡＣＫ情報の
通信を生成および簡易化するために、応答情報モジュール１３０、逆マッピングモジュー
ル１３４、メモリ１１６、および／または、プロセッサ１１８を含むことができる。一つ
の態様において、逆マッピングモジュール１３４は、受信された応答情報行列を処理し、
かつ、送信されたどのコードワードが受信に成功および／または失敗したかを決定するよ
うに、動作可能であることができる。そのような態様において、逆マッピングモジュール
１３４は、伝送されたコードワードに関連づけられた情報を導き出すために、基地局１１
０とＷＣＤ１２０との間で一致した関数を処理することができる。逆マッピングされた情
報に応じて、基地局１１０は、トランシーバ１１２とアンテナ１１４を介して、端末１２
０への後続のＤＬ通信を行うことができる。一つの態様において、基地局１１０は、ＷＣ
Ｄ１２０の性能および無線のコンディション等のさまざまなパラメータに基づいて、ＷＣ
Ｄ１２０あたりの最大コードワード数を設定することができる。そのような態様において
、ＷＣＤ１２０についての設定は、上位層のメカニズムおよび／またはメッセージによっ
て、ＷＣＤ１２０に伝達されることができる。
【００２６】
　図２は、提示された主題のさまざまな態様に係る、さまざまな方法を示す。説明を簡潔
にするために、方法が、一連の行為として示され、説明されるが、特許請求の主題は、そ
の行為の順序によって限定されないことが理解され、認められるべきである。というのも
、ここに示され、説明されるものとは、異なる順序で、および／または、異なる行為とと
もに、起こる行為もあるからである。たとえば、当業者は、方法が、あるいは、相互に関
連する一連の状態または成り行きとして、状態図といったもので、表される可能性もある
ということを、理解し、認めるであろう。さらに、例示されるすべての行為が、特許請求
の主題に係る方法を実現するために必要とされるわけではない。加えて、これ以降、およ
び、本明細書を通して、開示される方法は、そのような方法をコンピュータに移送および
転送することを容易にするために、製造物に記憶可能であるということが、さらに認めら
れるべきである。製造物という用語は、ここで使用される場合、任意のコンピュータ可読
デバイス、キャリア、または媒体からアクセス可能なコンピュータプログラムを含むこと
が意図される。
【００２７】
　ここで、図２を参照すると、通信に関連づけられたオーバーヘッドの使用を減少させる
ための例示的な方法２００が示されている。一般的に、参照番号２０２で、コードワード
のグループが受信される。一つの態様において、コードワードのグループにおけるコード
ワード数は、無線通信デバイス（ＷＣＤ）において利用可能な通信チャネル数によって決
定されることができる。別の態様において、コードワードのグループは、複数の層（mult
iple layers）において受信されることができる。そのような態様において、コードワー
ドのグループは、複数の層を含む各コードワードによって空間多重されることができる複
数のコードワードを含むことができる。別の態様において、コードワードのグループは、
異なるキャリアからのものであることができる複数のコードワードを含むことができる。
そのようなものとして、コードワードのグループは、マルチキャリア構成で受信されるこ
とができ、複数のコードワードは、異なるキャリアにわたって定められることができる。
参照番号２０４において、コードワードのグループのコードワードが受信に成功したかど
うかが決定される。一つの態様では、コードワードのグループの複数のコードワードの各
々が処理される。別の態様では、複数のコードワードが連続して処理されることができる
。そのような一つの態様では、複数のコードワードが複数の層で伝送され得るので、後続
のコードワードの処理は、前のコードワードの成功した処理に依存するようになっている
。
【００２８】
　参照番号２０４で、コードワードが受信に成功したことが決定されると、参照番号２０
６で、肯定応答（ＡＣＫ）が生成される。反対に、参照番号２０４で、コードワードが受
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信に失敗したことが決定されると、参照番号２０８で、否定応答（ＮＡＣＫ）が生成され
る。
【００２９】
　参照番号２１０で、応答情報要素が、生成されたＡＣＫ／ＮＡＣＫｓの関数として、生
成される。一つの態様において、この関数は、生成された複数のＡＣＫ／ＮＡＣＫｓを、
各応答情報要素にマッピングすることができ、各応答情報要素の値は、マッピングされた
要素について成功のステータスを示す。さらに別の態様において、関数は、生成された複
数のＡＣＫ／ＮＡＣＫｓを、複数の応答情報要素にマッピングすることができ、複数の応
答情報要素の値は、既定の指標構造によって、マッピングされたＡＣＫｓまたはＮＡＣＫ
ｓについて成功のステータスを示す。さらに別の態様において、関数は、複数の伝送層の
数、および複数の層が受信されたフォーマットに基づいて、生成されたＡＣＫ／ＮＡＣＫ
ｓをマッピングすることを、さらに含むことができる。さらに、別の態様において、関数
は、コードワードのグループにおけるコードワード数と、コードワードのグループにおけ
るコードワードのうちの少なくとも一部の試みられた伝送回数と、前に伝送された応答情
報行列から受信された応答、等に基づいて、生成されたＡＣＫ／ＮＡＣＫｓをマッピング
することができる。
【００３０】
　参照番号２１２で、応答情報行列が、生成された応答情報要素によって埋められること
ができる。一つの態様において、該応答情報行列は、１ビットの２相位相変調（ＢＰＳＫ
）フォーマット、２ビットの４相位相変調（ＱＰＳＫ）フォーマット、１６ビットの直交
振幅変調（ＱＡＭ）フォーマット、または６４ビットのＱＡＭフォーマット、等を使用す
ることができる。参照番号２１４で、応答情報行列は、コードワードのグループが参照番
号２０２で受信された基地局に伝送されることができる。一つの態様において、伝送する
ことは、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）、または物理アップリンク共有チ
ャネル（ＰＵＳＣＨ）、等を使用して伝送することを、さらに含むことができる。別の態
様において、伝送することは、応答情報行列のために、複数のＰＵＣＣＨのリソースを予
約することを、さらに含むことができる。そのような態様において、複数のＰＵＣＣＨの
リソースは、ＰＵＣＣＨリソースブロック内の複数のシーケンス、サブフレーム内の連続
する周波数の複数のＰＵＣＣＨリソースブロックにわたる複数のシーケンス、サブフレー
ム内の非連続の周波数のＰＵＣＣＨリソースブロックにわたる複数のシーケンス、または
複数のＰＵＣＣＨサブフレームにわたる複数のシーケンスを含むことができる。
【００３１】
　一つの態様において、受信された応答情報行列に応じて、第２のコードワードのグルー
プが、参照番号２１６で基地局から受信されることができる。そのような態様では、以前
受信に成功しなかったコードワードのみが再送される。別の態様では、使用された関数に
よって決定された、バンドリング（bundling）、指標化（indexing）、グループ化、等に
関連づけられた以前受信に失敗したコードワードが、再送される。そのような態様では、
参照番号２１８において、ＡＣＫ／ＮＡＣＫｓが、参照番号２０４－２０８のように、第
２のコードワードのグループのために生成される。参照番号２２０で、第２の応答情報要
素が、生成されたＡＣＫ／ＮＡＣＫｓの第２の関数を使用して、生成されることができる
。一つの態様において、第２の関数は、以前に受信されたコードワードのグループに使用
された関数とは異なることもできる。そのような態様において、第２の関数は、生成され
たＡＣＫ／ＮＡＣＫｓを第２の応答情報要素にマッピングするために、精緻化されたバン
ドリング、指標化、グループ化、等を使用することにより、さらに精緻化された応答情報
を提供することができる。参照番号２２２では、第２の応答情報行列が、生成された第２
の応答情報要素によって埋められることができる。参照番号２２４では、第２の応答情報
行列が、第２のコードワードのグループが参照番号２１６で受信された基地局に、伝送さ
れることができる。
【００３２】
　ここで、図３Ａ、３Ｂ、および３Ｃを参照すると、通信に関連づけられたオーバーヘッ
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れているように、時間３０９が進行しながら、示されている。図示された態様では、時間
間隔３０１で、基地局３０２が、コードワードのグループ３１０をＷＣＤ３０４に送信す
ることができる。さらに、時間間隔３０３で、ＷＣＤ３０４は、受信されたコードワード
のグループ３１０を処理することができ、かつ、関数によって、受信されたコードワード
（３１２、３１４、３１６）の各々についてのＡＣＫ／ＮＡＣＫｓを、応答情報行列（３
２０、３４０、３５０）の一部としての応答情報要素に関連づけることができる、応答情
報行列（３２０、３４０、３５０）を生成することができる。限定ではなく例として、Ｗ
ＣＤ３０４が、ＣＤ２が受信に失敗したと決定した、と仮定すると、ＮＡＣＫがＣＤ２に
対応して生成される結果となる。時間間隔３０５で、基地局３０２は、応答行列を処理す
ることができ、かつ、それに応じて、伝送に失敗した任意のコードワードを再送すること
ができる。時間間隔３０７で、基地局３０４は、再送された任意のコードワードを処理し
、かつ、応答情報行列（３２０、３４０、３５０）を使用して第２の応答を供給すること
ができる。ここで、図３Ａ、３Ｂ、および３Ｃに図示された特定の例示的な態様を参照す
る。図３Ａは、例示的な表１を参照して説明される、応答行列３２０が受信されたコード
ワードのグループからのコードワードをバンドルする態様を図示している。図３Ｂは、例
示的な表２を参照して説明される、応答行列が、任意のコードワードのグループの成功し
た受信を表す指標によって埋められている態様を図示している。図３Ｃは、例示的な表３
を参照して説明される、応答行列が、任意のコードワードのグループの成功した受信を表
す連続干渉除去（ＳＩＣ：successive interference cancellation）に基づく指標で埋め
られている態様を図示している。さらに、図３Ａ、３Ｂ、および３Ｃに図示した例示的な
態様は、２つの要素の応答行列（３２０、３４０、３５０）の使用を説明しているが、当
業者は、この概念が任意の大きさの応答行列にも適用されることができるということを理
解するであろう。
【００３３】
　図３Ａを参照すると、時間間隔３０１で、コードワードのグループ３１０は、コードワ
ードのＣＤ１ ３１２、ＣＤ２ ３１４、およびＣＤ３ ３１６を含み、ＷＣＤ３０４に伝
送されることができる。時間間隔３０３で、ＷＣＤ３０４は、受信されたコードワードを
処理し、かつ、コードワードのグループのうちのどれが受信に成功したかを決定すること
ができる。図示された例において、ＷＣＤ３０４は、ＣＤ２ ３１４が受信に成功しなか
ったと決定した。さらに、図示された例において、ＣＤ１ ３１２とＣＤ２ ３１４は、と
もにバンドルされ、応答行列を埋める応答要素を生成している。そのようなものとして、
第１の応答要素３２２は、応答要素３２２に関連づけられたコードワードのうちの少なく
とも１つが、受信に成功しなかったという表示（たとえば、「０」）を供給する。応答要
素３２４は、ＣＤ３ ３１６にマッピングされ、図示された例示的な態様において、ＣＤ
３ ３１６は、受信に成功している。そのようなものとして、第２の応答情報要素３２４
は、ＣＤ３が受信に成功したという表示（たとえば、「１」）を供給する。その後、応答
行列３２０は、応答情報要素３２２と３２４によって埋められる。図示された態様に関し
、以下の表１は、情報要素が、どのようにしてバンドルされたＡＣＫ／ＮＡＣＫｓの関数
として決定されるかを示すために、提供されている。
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【表１】

【００３４】
　時間間隔３０５で、基地局３０２は、応答行列３２０を受信し、応答要素３２２に関連
づけられたコードワードのうちの少なくとも１つが受信に成功しなかったと決定すること
ができる。応答要素３２２の逆マッピングに応じて、基地局３０２は、ＣＤ１とＣＤ２を
、第２のコードワードのグループとして再送することができる。図示された態様では、時
間間隔３０７で、ＷＣＤ３０４は、再送されたコードワードが受信に成功したことを訴え
る（indicting）応答要素（３２６、３２８）を生成することができる。一つの態様にお
いて、コードワードをバンドルするために使用された関数は、動的であることができ、コ
ードワードまたはコードワードのグループが伝送された回数、コードワード伝送における
層の数、等の複数のファクターに応じて変化することができる。
【００３５】
　図３Ｂを参照すると、時間間隔３０１で、コードワードのグループ３１０は、コードワ
ードのＣＤ１ ３１２、ＣＤ２ ３１４、およびＣＤ３ ３１６を含み、ＷＣＤ３０４に伝
送されることができる。時間間隔３０３で、ＷＣＤ３０４は、受信されたコードワードを
処理し、かつ、コードワードのグループのうちのどれが受信に成功したかを決定すること
ができる。図示した例において、ＷＣＤ３０４は、ＣＤ２ ３１４が受信に成功しなかっ
たと決定した。さらに、図示した例において、最初に受信された２つのコードワードのう
ちの１つが受信に成功しなかったことを訴える指標３４２が、応答行列３４０を埋めるた
めに使用されることができる。図示した態様に関して、以下の表２は、どのように、指標
システムが、情報要素がどのようにしてＡＣＫ／ＮＡＣＫｓの関数として決定されたかを
説明するために、使用されることができるかを示すために提供されている。

【表２】

【００３６】
　時間間隔３０５において、基地局３０２は、応答行列３４０を受信し、図示された態様
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では、最初に送信された２つのコードワードのうちの少なくとも１つが受信に成功しなか
ったと決定することができる。指標値３４２の分析に応じて、基地局３０２は、ＣＤ１と
ＣＤ２を、第２のコードワードのグループとして、再送することができる。図示された態
様では、時間間隔３０７で、ＷＣＤ３０４は、すべての再送されたコードワードが受信に
成功したことを訴える指標（１，１）３４４によって、応答行列３４０を埋めることがで
きる。一つの態様において、指標によって受信されたコードワードを示すために使用され
た関数は、動的であることができ、コードワードまたはコードワードのグループが伝送さ
れた回数、コードワード伝送における層の数、等の複数のファクターに応じて、変化する
ことができる。
【００３７】
　図３Ｃを参照すると、時間間隔３０１で、コードワードのグループ３１０は、コードワ
ードのＣＤ１ ３１２、ＣＤ２ ３１４、およびＣＤ３ ３１６を含み、ＷＣＤ３０４に伝
送されることができる。時間間隔３０３で、ＷＣＤ３０４は、受信されたコードワードを
処理し、かつ、コードワードのグループのうちのどれが受信に成功したかを決定すること
ができる。図示した例において、ＷＣＤ３０４は、ＣＤ２ ３１４が受信に成功しなかっ
たと決定した。さらに、図示した態様において、連続干渉除去（ＳＩＣ）コードワード処
理システムが使用されることができ、コードワードは、連続して処理（たとえば、復号）
されることができ、それらに関連づけられた信号が、次のコードワードを復号することを
試みる前に、受信されたすべての信号から減じられる。そのような態様において、コード
ワードが受信に成功しなかった場合には、そのコードワードに関連づけられた信号は、す
べての信号から減じられないことができ、それゆえに、後続するコードワードが処理され
ないことができる。さらに、図示された例において、ＣＤ１ ３１４は受信に成功したが
、ＣＤ２、そして、それゆえにＣＤ３は受信に成功しなかったことを訴えるＳＩＣ指標３
５２が、応答行列３５０を埋めるために使用されることができる。図示された態様に関し
、以下の表３は、どのように、ＳＩＣ指標システムが、情報要素がどのようにしてＡＣＫ
／ＮＡＣＫｓの関数として決定されたかを説明するために、使用されることができるかを
示すために提供される。
【表３】

【００３８】
　時間間隔３０５で、基地局３０２は、応答行列３５０を受信し、図示された態様では、
ＣＤ２とＣＤ３が受信に成功しなかったと決定することができる。指標値３４２の分析に
応じて、基地局３０２は、ＣＤ２とＣＤ３を、第２のコードワードのグループとして、再
送することができる。図示された態様では、時間間隔３０７で、ＷＣＤ３０４は、すべて
の再送されたコードワードが受信に成功したことを訴えるＳＩＣ指標（１，１）３５４に
よって、応答行列３４０を埋めることができる。一つの態様において、指標によって受信
されたコードワードを示すために使用された関数は、動的であることができ、コードワー
ドまたはコードワードのグループが伝送された回数、コードワード伝送における層の数、
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等の複数のファクターに応じて、変化することができる。
【００３９】
　ここで図４を参照すると、通信に関連づけられたオーバーヘッドの使用を減少させる無
線通信デバイス４００（たとえば、クライアントデバイス）の例が提示されている。クラ
イアントデバイス４００は、たとえば、１つ以上の受信アンテナ（図示せず）から１つ以
上の信号を受信し、受信された信号に典型的な処置（たとえば、フィルタリング、増幅、
ダウンコンバート、等）を行い、調整された信号をデジタル化してサンプルを得る、受信
機４０２を含む。受信機４０２は、受信された信号の復調のためのキャリア周波数を供給
することができる発振器と、受信されたシンボルを復調し、かつ、チャネル推定のために
それらをプロセッサ４０６に供給することができる復調器を含むことができる。一つの態
様において、クライアントデバイス４００は、第２の受信機４５２をさらに含むことがで
き、追加のチャネル情報を受信することができる。
【００４０】
　プロセッサ４０６は、受信機４０２により受信された情報の分析および／または（例示
を容易にするために、１つの送信機のみが示されているが）１つ以上の送信機４２０によ
って送信される情報生成専用のプロセッサ、クライアントデバイス４００の１つ以上の構
成要素を制御するプロセッサ、および／または、受信機４０２および／または受信機４５
２によって受信された情報の両方を分析し、１つ以上の送信アンテナ（図示せず）で送信
される、送信機４２０による送信用の情報を生成し、かつ、クライアントデバイス４００
の１つ以上の構成要素を制御するプロセッサであることができる。
【００４１】
　クライアントデバイス４００は、プロセッサ４０６に、動作可能に結合され、かつ、送
信されるデータ、受信されたデータ、利用可能なチャネルに関する情報、分析された信号
および／または干渉強度に関連づけられたデータ、割り当てられたチャネル、パワー、レ
ート、等に関する情報、および、チャネルの推定と該チャネルを介した通信用の任意の他
の好適な情報を記憶することができる、メモリ４０８をさらに含むことができる。メモリ
４０８は、（たとえば、性能ベース、容量ベース、等の）チャネルの推定および／または
利用に関連づけられたプロトコルおよび／またはアルゴリズムを、さらに記憶することが
できる。一つの態様で、メモリは、受信に成功したコードワード４１０を含むこともでき
る。そのような態様で、受信に成功したコードワード４１０は、コードワードのグループ
として伝送されたコードワードの一部を含むことができる。
【００４２】
　ここに説明されているデータ記憶装置（たとえば、メモリ４０８）は、揮発性メモリま
たは不揮発性メモリのいずれかであることができ、または、揮発性および不揮発性メモリ
の両方を含むことができる、ということが理解されるであろう。限定ではなく例として、
不揮発性メモリは、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）、プログラム可能なＲＯＭ（ＰＲＯＭ
）、電気的にプログラム可能なＲＯＭ（ＥＰＲＯＭ）、電気的に消去可能なＰＲＯＭ（Ｅ
ＥＰＲＯＭ）、またはフラッシュメモリを含むことができる。揮発性メモリは、ランダム
アクセスメモリ（ＲＡＭ）を含むことができ、それは、外部のキャッシュメモリとして動
作する。限定ではなく例として、ＲＡＭは、同期ＲＡＭ（ＳＲＡＭ）、ダイナミックＲＡ
Ｍ（ＤＲＡＭ）、同期ＤＲＡＭ（ＳＤＲＡＭ）、ダブルデータレートＳＤＲＡＭ（ＤＤＲ
 ＳＤＲＡＭ）、改良型ＳＤＲＡＭ（ＥＳＤＲＡＭ）、シンクリンクＤＲＡＭ（ＳＬＤＲ
ＡＭ）、およびダイレクトラムバスＲＡＭ（ＤＲＲＡＭ）といった多くの形態で入手可能
である。主題のシステムおよび方法のメモリ４０８は、これらの、および、任意の他の好
適なタイプのメモリを含むことを意図するが、これらに限定されない。
【００４３】
　クライアントデバイス４００は、通信に関連づけられたオーバーヘッドの使用を減少さ
せるための応答情報モジュール４１２をさらに含むことができる。応答情報モジュール４
１２は、送信されたコードワードが受信に成功したかどうかを決定するために、コードワ
ードのグループからの受信コードワードを処理するためのＡＣＫ／ＮＡＣＫ処理モジュー
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ル４１４をさらに含むことができる。応答情報モジュール４１２は、処理されたＡＣＫ／
ＮＡＣＫｓの関数として導き出された応答情報要素によって応答情報行列を埋めるための
マッピングモジュール４１６をさらに含むことができる。一つの態様において、マッピン
グモジュール４１６は、ＷＣＤ４００の受信機のアーキテクチャ、ＷＣＤ４００のチャネ
ル構造、および／または他のＷＣＤ４００の特性に関連して、関数を決定することができ
る。限定ではなく例として、通信方式は、Ｎ個のコードワード、および、肯定応答の表示
用に予約された応答情報行列のＫ個の応答情報要素のビットを伴って、利用されることが
でき、Ｋ≦Ｎである。そのような例示的な態様において、マッピングモジュール４１６は
、大きさ２ＮのセットＳ、｛０，１｝Ｎから全Ｋビット二値ワードのセットＡへの関数を
定義することができる。一つの態様において、応答情報行列は、１ビットの２相位相変調
（ＢＰＳＫ）フォーマット、２ビットの４相位相変調（ＱＰＳＫ）フォーマット、１６ビ
ットの直交振幅変調（ＱＡＭ）フォーマット、または６４ビットのＱＡＭフォーマット、
等を使用することができる。別の態様において、関数は、処理された複数のＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫｓを各応答情報要素にマッピングすることができ、各応答情報要素の値は、マッピン
グされたＡＣＫ／ＮＡＣＫｓについて成功のステータスを示す。さらに別の態様において
、関数は、処理された複数のＡＣＫ／ＮＡＣＫｓを複数の応答情報要素にマッピングする
ことができ、複数の応答情報要素の値は、マッピングされた要素について成功のステータ
スを示す。さらに別の態様において、関数は、伝送層の数と、複数の層の受信フォーマッ
トに基づいて、処理されたＡＣＫ／ＮＡＣＫｓをマッピングすることを、さらに含むこと
ができる。そのような態様において、たとえば、複数のコードワードは、複数の層を含む
各コードワードによって、空間多重されることができる。さらに、別の態様において、関
数は、コードワードのグループにおけるコードワードの数、コードワードのグループにお
ける少なくとも一部のコードワードの試みられた伝送回数、以前に伝送された応答情報行
列から受信された応答、等に基づいて、生成されたＡＣＫ／ＮＡＣＫｓをマッピングする
ことができる。
【００４４】
　さらに、移動機４００は、ユーザーインターフェース４４０を含むこともできる。ユー
ザーインターフェース４４０は、無線デバイス４００への入力を生成するための入力メカ
ニズム４４２と、無線デバイス４００のユーザーによって消費される情報を生成するため
の出力メカニズム４４２を含むこともできる。たとえば、入力メカニズム４４２は、キー
またはキーボード、マウス、タッチスクリーンディスプレイ、マイクロフォン、等といっ
たメカニズムを含むことができる。さらに、たとえば、出力メカニズム４４４は、ディス
プレイ、オーディオスピーカー、触覚型フィードバックメカニズム、パーソナルエリアネ
ットワーク（ＰＡＮ）トランシーバ、等を含むことができる。例示された態様において、
出力メカニズム４４４は、画像または映像フォーマットのメディアコンテンツを提示する
ように動作可能なディスプレイ、または、オーディオフォーマットのメディアコンテンツ
を提示するためのオーディオスピーカーを含むことができる。
【００４５】
　図５を参照すると、例示的なシステム５００は、（単数または複数の）信号を、複数の
受信アンテナ５０６によって１つ以上のユーザーデバイス４００および／または１つ以上
のキャリア５０４から受信する受信機５１０と、複数の送信アンテナ５０８によって１つ
以上のユーザーデバイス４００に送信する送信機５２０とを有する基地局５０２を含む。
受信機５１０は、受信アンテナ５０６から情報を受信することができる。シンボルは、上
述のプロセッサと同様のプロセッサ５１２によって分析されることができ、それは、無線
データ処理に関連する情報を記憶するメモリ５１４に結合されている。プロセッサ５１２
は、１つ以上のユーザーデバイス４００の各々に関連づけられた、減少させられたオーバ
ーヘッド通信の処理を容易にする応答情報モジュール５１６にさらに結合されている。一
つの態様において、コードワードは、複数のキャリア５０４から受信されることができる
。別の態様において、応答情報モジュール５１６は、基地局５００から以前に伝送された
コードワードのグループに関連づけられた応答情報行列を処理することができる。そのよ
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うな態様において、応答情報行列は、以前に伝送されたコードワードのグループからの、
受信に成功または失敗したコードワードについて、無線通信デバイス（ＷＣＤ）によって
生成された、１つ以上の肯定応答または否定応答の関数として決定された複数の応答情報
要素を含むことができる。別の態様において、応答情報モジュール５１６は、コードワー
ドおよび／またはコードワードのグループを伝送するために使用される変調フォーマット
および符号化レート方式を選択するために動作可能な変調符号方式（ＭＣＳ：modulation
 code scheme）モジュール５１９をさらに含む。システム５００のような一つの態様にお
いて、選択されたＭＣＳは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫｓを処理する際に、逆マッピングモジュー
ル５１８によって使用された関数に基づくことができる。たとえば、図３Ａに示されてい
るように、マッピング関数は、コードワード、たとえば、３つのコードワードのグループ
を、２つのコードワード（第１および第２のコードワード）をバンドルし、かつ、もう１
つのコードワード（第３のコードワード）をバンドルしないでおくことによって、処理す
る。そのような例示的な態様において、第３のコードワードは、バンドルされないままで
いるように選択されることができ、第３のコードワードのＭＣＳは、それが、第１の伝送
で伝送に成功しやすくなるように、選択されることができる。同様に、最初の２つのコー
ドワードはバンドルされることができ、最初の２つのコードワードのＭＣＳは、それらが
第２の伝送によって伝送に成功しやすくなるように選択されることができ、このとき、独
立したＡＣＫのビットが、該２つのコードワードのために利用可能となりやすい。そのよ
うなものとして、マッピングは、受信に成功したコードワードの再送回数を減少させるた
めに使用されることができる。
【００４６】
　信号は、送信機５２０による１つ以上の送信アンテナ５０８を介したユーザーデバイス
４００への送信のために、多重化および／または準備されることができる。応答情報モジ
ュール５１６は、逆マッピングモジュール５１８をさらに含むことができる。一つの態様
において、逆マッピングモジュール５１８は、ＷＣＤによって使用されるマッピング関数
を定義することができる。そのような態様において、逆マッピングモジュール５１８は、
どのマッピング関数を使用すべきかを決定する際に、チャネルパラメータ、受信機の構造
、および／または、他のＷＣＤの特性の知識を使用することができる。一つの態様におい
て、逆マッピングモジュール５１８は、送信されたどのコードワードがデバイス４００に
よる受信に成功および／または失敗したかを決定するように、動作可能であることができ
る。そのような態様において、逆マッピングモジュール５１８は、伝送されたコードワー
ドに関連づけられた情報を導き出すために、基地局５０２とＷＣＤ４００間で一致した関
数を処理することができる。逆マッピングされた情報に応じて、基地局５００は、送信機
５２０および送信アンテナ５０８を介して、端末４００への後続のＤＬ通信を行うことが
できる。
【００４７】
　図６を参照すると、通信に関連づけられたオーバーヘッドの使用を減少させることがで
きる例示的なシステム６００のブロック図が示されている。たとえば、システム６００は
、少なくとも部分的に、無線デバイス内に存在することができる。別の例示的な態様によ
ると、システム６００は、少なくとも部分的に、アクセス端末内に存在することができる
。システム６００が機能ブロックを含むものとして表され、それらは、プロセッサ、ソフ
トウェア、またはそれらの組み合わせ（たとえば、ファームウェア）によって実現される
機能を表す機能ブロックであることができる、ということが理解されるべきである。シス
テム６００は、ともに動作することができる手段の論理グループ６０２を含む。たとえば
、論理グループ６０２は、コードワードのグループからの受信に成功したコードワードに
は肯定応答（ＡＣＫ）を、または、コードワードのグループからの受信に失敗したコード
ワードには否定応答（ＮＡＣＫ）を、生成するための手段６０４を含むことができる。一
つの態様において、コードワードのグループにおけるコードワードの数は、無線通信デバ
イスで利用可能な通信チャネルの数によって決定されることができる。別の態様において
、コードワードのグループは、複数の層で受信されることができる。
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【００４８】
　さらに、論理グループ６０２は、複数の応答情報要素によって応答情報行列を埋めるた
めの手段であって、応答情報要素は、生成された肯定応答または否定応答の関数として決
定される手段６０６を含むことができる。一つの態様において、応答情報行列は、１ビッ
トの２相位相変調（ＢＰＳＫ）フォーマット、２ビットの４相位相変調（ＱＰＳＫ）フォ
ーマット、１６ビットの直交振幅変調（ＱＡＭ）フォーマット、または６４ビットのＱＡ
Ｍフォーマット、等を使用することができる。別の態様において、関数は、生成された複
数のＡＣＫ／ＮＡＣＫｓを各応答情報要素にマッピングすることができ、各応答情報要素
の値は、マッピングされた要素について成功のステータスを示す。さらに別の態様におい
て、関数は、生成された複数のＡＣＫ／ＮＡＣＫｓを複数の応答情報要素にマッピングす
ることができ、複数の応答情報要素の値は、マッピングされた要素について成功のステー
タスを示す。さらに別の態様において、関数は、伝送層の数と複数の層が受信されたフォ
ーマットに基づいて、生成されたＡＣＫ／ＮＡＣＫｓをマッピングすることをさらに含む
ことができる。さらに、別の態様において、関数は、コードワードのグループにおけるコ
ードワードの数、コードワードのグループにおける少なくとも一部のコードワードの試み
られた伝送回数、以前に送信された応答情報行列から受信された応答、等に基づいて、生
成されたＡＣＫ／ＮＡＣＫｓをマッピングすることができる。
【００４９】
　さらに、システム６００は、手段６０４および６０６に関連づけられた関数を実行する
ための命令を保持するメモリ６０８を含むことができる。メモリ６１２の外部にあるよう
に示されているが、手段６０４および６０６のうちの１つ以上がメモリ６０８内に存在可
能であることが理解されるべきである。
【００５０】
　図７を参照すると、減少させられたオーバーヘッドのＨＡＲＱ通信を処理可能な例示的
なシステム７００のブロック図が示されている。たとえば、システム７００は、少なくと
も部分的に、基地局、Ｅ－ノードＢ、等の中に存在することができる。別の例示的な態様
によると、システム７００は、少なくとも部分的にアクセス端末内に存在することができ
る。システム７００は、機能ブロックを含むものとして表され、それらは、プロセッサ、
ソフトウェア、またはそれらの組み合わせ（たとえば、ファームウェア）によって実現さ
れる機能を表す機能ブロックであることができる、ということが理解される。システム７
００は、ともに動作可能な手段の論理グループ７０２を含む。たとえば、論理グループ７
０２は、コードワードのグループに関連づけられた応答情報行列を処理するための手段で
あって、応答情報行列が、コードワードのグループからの受信に成功または失敗したコー
ドワードについて、無線通信デバイス（ＷＣＤ）によって生成された、１つ以上の肯定応
答または否定応答の関数として決定された複数の応答情報要素を含む、手段７０４を含む
ことができる。一つの態様において、コードワードのグループにおけるコードワードの数
は、基地局において利用可能な通信チャネルの数によって決定されることができる。別の
態様において、コードワードのグループは、複数の層を使用して伝送されることができる
。一つの態様において、応答情報行列は、１ビットの２相位相変調（ＢＰＳＫ）フォーマ
ット、２ビットの４相位相変調（ＱＰＳＫ）フォーマット、１６ビットの直交振幅変調（
ＱＡＭ）フォーマット、または６４ビットのＱＡＭフォーマット、等を使用することがで
きる。別の態様において、関数は、生成された複数のＡＣＫ／ＮＡＣＫｓを各応答情報要
素に逆マッピングすることができ、各応答情報要素の値は、マッピングされた要素につい
て成功のステータスを示す。さらに別の態様において、関数は、生成された複数のＡＣＫ
／ＮＡＣＫｓを複数の応答情報要素に逆マッピングすることができ、複数の応答情報要素
の値は、マッピングされた要素について成功のステータスを示す。さらに別の態様におい
て、関数は、伝送層の数と、複数の層がＷＣＤによって受信されるフォーマットに基づい
て、生成されたＡＣＫ／ＮＡＣＫｓを逆マッピングすることをさらに含むことができる。
さらに、別の態様において、関数は、コードワードのグループにおけるコードワードの数
、コードワードのグループにおける少なくとも一部のコードワードの試みられた伝送回数
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、以前に受信された応答情報行列から受信された応答、等に基づいて、生成されたＡＣＫ
／ＮＡＣＫｓを逆マッピングすることができる。
【００５１】
　さらに、論理グループ７０２は、コードワードのグループの任意のコードワードが受信
に失敗したかどうかを決定するための手段７０６を含むことができる。一つの態様におい
て、コードワードのグループのうちの少なくとも１つが伝送に失敗したことが決定される
と、少なくとも１つの受信に失敗したコードワードは、再び伝送されることができる。そ
のような態様において、基地局は、第２の応答情報行列を受信することができ、第２の応
答情報行列は、少なくとも１つの受信に失敗したコードワードから、受信に成功または失
敗したコードワードについて、無線通信デバイス（ＷＣＤ）によって生成された、肯定応
答および否定応答の要素の第２の関数として決定された、複数の第２の応答情報要素を含
む。
【００５２】
　さらに、システム７００は、手段７０４および７０６に関連づけられた機能を実行する
ための命令を保持するメモリ７０８を含むことができる。メモリ７０８の外部にあるもの
として示されているが、手段７０４および７０６の１つ以上はメモリ７０８内に存在する
ことができるということが理解される。
【００５３】
　本願で使用される場合、「構成要素（component）」、「モジュール」、「システム」
、等の用語は、ハードウェア、ファームウェア、ハードウェアとソフトウェアの組み合わ
せ、ソフトウェア、または実行中のソフトウェアといった、しかし、これらに限定されな
い、コンピュータ関連のエンティティを含むことが意図される。たとえば、構成要素は、
プロセッサで実行中のプロセス、プロセッサ、オブジェクト、実行ファイル、実行スレッ
ド、プログラム、および／またはコンピュータであることもできるが、これらであること
に限定されない。例として、コンピュータデバイスで実行中のアプリケーションも、コン
ピュータデバイスも、構成要素であることができる。１つ以上の構成要素が、プロセスお
よび／または実行スレッド内に存在することができ、構成要素は、１つのコンピュータで
局在化されることもでき、および／または、２つ以上のコンピュータ間で分散されること
もできる。さらに、これらの構成要素は、さまざまなデータ構造を記憶させた、さまざま
なコンピュータ可読媒体から実行可能である。構成要素は、信号によって、他のシステム
と、インターネット等のネットワークにわたって、および／または、分散システム、ロー
カルシステムにおいて、別の構成要素と作用し合う１つの構成要素からのデータといった
、１つ以上のデータパケットを有する信号にしたがって、ローカルおよび／またはリモー
トプロセスによって、通信することができる。
【００５４】
　さらに、さまざまな態様が、端末に関連してここに説明され、それは有線端末または無
線端末であることができる。端末は、また、システム、デバイス、加入者ユニット、加入
者局、移動局、モバイル、移動デバイス、リモート局、リモート端末、アクセス端末、ユ
ーザー端末、端末、通信デバイス、ユーザーエージェント、ユーザーデバイス、またはユ
ーザー機器（ＵＥ）と呼ばれることもできる。無線端末は、セル式電話、衛星電話、コー
ドレス電話、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ）電話、無線ローカルループ（ＷＬＬ）
局、携帯情報端末（ＰＤＡ）、無線接続能力を有するハンドへルドデバイス、コンピュー
タデバイス、または無線モデムに接続された他の処理デバイスであることができる。さら
に、さまざまな態様が、基地局に関連してここに説明される。基地局は、（単数または複
数の）無線端末と通信するために利用されることができ、さらに、アクセスポイント、ノ
ードＢ、または、ある他の学術用語で呼ばれることもできる。
【００５５】
　さらに、「または（or）」という用語は、排他的な「または」ではなく、包括的な「ま
たは」を意味するものと意図される。つまり、別段の指定がない限り、または文脈から明
らかでない限り、「Ｘは、ＡまたはＢを用いる」という句は、自然な包括的置換のいずれ
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をも意味するものと意図される。つまり、「Ｘは、ＡまたはＢを用いる」という句は、以
下の例のいずれによっても意を満たす：ＸはＡを用いる；ＸはＢを用いる；または、Ｘは
ＡもＢも用いる。加えて、本願および添付の請求項で使用される「１つの」（“a” and 
“an”）という冠詞は、別段の指定がない限り、または文脈から単数形にあてられたもの
であることが明らかでない限り、「１つ以上」（“one or more”）を意味するものと一
般的に解釈されるべきである。
【００５６】
　ここに説明された技術は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ-ＦＤＭ
Ａおよび他のシステムといった、さまざまな無線通信システムに使用されることができる
。「システム」および「ネットワーク」という用語は、しばしば互換性をもって使用され
る。ＣＤＭＡシステムは、ユニバーサル地上無線アクセス（ＵＴＲＡ：Universal Terres
trial Radio Access）、ｃｄｍａ２０００等の無線技術を実現することができる。ＵＴＲ
Ａは、広帯域－ＣＤＭＡ（Ｗ-ＣＤＭＡ）およびＣＤＭＡの他の変形を含む。さらに、ｃ
ｄｍａ２０００は、ＩＳ-２０００、ＩＳ-９５およびＩＳ-８５６の規格をカバーする。
ＴＤＭＡシステムは、移動通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標））等の無線技
術を実現することができる。ＯＦＤＭＡシステムは、エボルブド（Evolved）ＵＴＲＡ（
Ｅ-ＵＴＲＡ）、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（
Ｗｉ-Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、フラッシ
ュ－ＯＦＤＭ、等の無線技術を実現することができる。ＵＴＲＡおよびＥ-ＵＴＲＡは、
ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ）の一部である。３Ｇ
ＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）は、Ｅ-ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳのリ
リースであり、それは、ＯＦＤＭＡをダウンリンクに、ＳＣ-ＦＤＭＡをアップリンクに
用いる。ＵＴＲＡ、Ｅ-ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥおよびＧＳＭは、「第３世代パート
ナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ）と称する組織による文書で説明されている。加え
て、ｃｄｍａ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト４」（
３ＧＰＰ２）と称する組織による文書で説明されている。さらに、そのような無線通信シ
ステムは、対になっていない免許不要のスペクトル、８０２.ｘｘ無線ＬＡＮ、ＢＬＵＥ
ＴＯＯＴＨ（登録商標）、および任意の他のショートレンジまたはロングレンジの無線通
信技術をしばしば使用する、ピアツーピア（例えば、モバイルツーモバイル）のアドホッ
クネットワークシステムをさらに含むことができる。
【００５７】
　さまざまな態様または特徴は、多数のデバイス、構成要素、モジュール等を含むことが
できるシステムに関連して、提示されるであろう。さまざまなシステムが、追加のデバイ
ス、構成要素、モジュール等を含む場合もあること、および／または、図面に関連して論
じられたデバイス、構成要素、モジュール等のすべてを含まない場合もあることが、理解
および認識されるべきである。これらのアプローチの組み合わせが使用されることもでき
る。
【００５８】
　ここに開示された態様に関連して説明された、さまざまな例示的な論理、論理ブロック
、モジュール、および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、用
途特定集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）また
は他のプログラマブル論理デバイス、離散ゲートまたはトランジスタ論理、離散ハードウ
ェア構成要素、またはここに説明された機能を実行するように設計された、それらの任意
の組合せによって実現または実行されることができる。汎用プロセッサは、マイクロプロ
セッサであることができるが、あるいは、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、制御
装置、マイクロ制御装置、またはステートマシンであることができる。プロセッサは、ま
た、コンピュータデバイスの組み合わせ、例えば、ＤＳＰと、１つのマイクロプロセッサ
、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコア併用型の１つ以上のマイクロプロセッサとの組
み合わせ、または任意の他のそのような構成として実現されることができる。さらに、少
なくとも１つのプロセッサは、上述されたステップおよび／または動作の１つ以上を実行
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するように動作可能な１つ以上のモジュールを含むことができる。
【００５９】
　さらに、ここに開示された態様に関連して説明された方法またはアルゴリズムのステッ
プおよび／または動作は、ハードウェアで直接的に、プロセッサによって実行されるソフ
トウェアモジュールで、またはその２つの組み合わせで、具現化されることができる。ソ
フトウェアモジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭ
メモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルデスク、ＣＤ－
ＲＯＭ、または当該技術で周知の任意の他の形態の記憶媒体の中に存在することができる
。例示的な記憶媒体はプロセッサに結合されることができるので、プロセッサは、記憶媒
体から情報を読み出すことができ、かつ、記録媒体に情報を書き込むことができる。ある
いは、記憶媒体は、プロセッサに統合されることができる。さらに、いくつかの態様にお
いて、プロセッサと記憶媒体は、ＡＳＩＣの中に存在することができる。加えて、ＡＳＩ
Ｃは、ユーザー端末の中に存在することができる。あるいは、プロセッサと記憶媒体は、
ユーザー端末の中の離散コンポーネントとして存在することができる。加えて、いくつか
の態様では、方法またはアルゴリズムのステップおよび／または動作は、機械可読媒体お
よび／またはコンピュータ可読媒体のコードおよび／または命令の、１つ、または任意の
組み合わせ、またはセットとしても存在することができ、それらは、コンピュータプログ
ラム製品に組み込まれることができる。
【００６０】
　１つ以上の態様において、説明された機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファーム
ウェア、またはそれらの任意の組み合わせにおいて実現されることができる。ソフトウェ
アで実現される場合、機能は、コンピュータ可読媒体の１つ以上の命令またはコードとし
て記憶または伝送されることができる。コンピュータ可読媒体は、ある場所から他へのコ
ンピュータプログラムの転送を容易にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通
信媒体の両方を含む。記憶媒体は、コンピュータによるアクセスが可能な任意の入手可能
な媒体であることができる。限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は
、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスク記憶装置、磁気デ
ィスク記憶装置または他の磁気記憶デバイス、または、命令またはデータ構造の形態で所
望のプログラムコードを搬送または記憶するのに使用可能で、かつ、コンピュータによる
アクセスが可能な、任意の他の媒体を含むことができる。また、いずれの接続もコンピュ
ータ可読媒体と呼ぶことができる。たとえば、ソフトウェアが、ウェブサイト、サーバ、
または他のリモートソースから、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、
デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線およびマイクロ波といった無線技術
を使用して伝送される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳ
Ｌ、または赤外線、無線およびマイクロ波といった無線技術は、媒体の定義の中に含まれ
る。ディスク（disk）およびディスク（disc）は、ここに使用される場合、コンパクトデ
ィスク（disc）（ＣＤ）、レーザー（登録商標）ディスク（disc）、光ディスク（disc）
、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk
）、およびブルーレイ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ディスク（disks）は普通
、データを磁気的に再生するが、ディスク（discs）は普通、レーザーを用いて光学的に
データを再生する。上記の組合せもまたコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきで
ある。
【００６１】
　上述した開示は、例示的な態様および／または実施形態を論じているが、さまざまな変
化および変更が、説明された態様および／または実施形態の範囲から逸脱することなく、
添付の請求項によって定義されるように、ここで行われることができる、ということに注
意すべきである。さらに、説明された態様および／または実施形態の要素は、単数形で説
明または請求されることもできるが、単数形への限定が明示的に示されていない限り、複
数形が意図される。さらに、任意の態様および／または実施形態のすべてまたは一部は、
別段の指定がない限り、任意の他の態様および／または実施形態のすべてまたは一部によ
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